


2409000111

別表

電子入札

0 調達案件番号

1 工事（業務）番号

工事（業務）名

工事（履行）場所

工事（業務）内容

工期（履行期間）

電子入札案件区分

施行担当課

電話番号
17

施行担当課及び
電話番号

都）市街地整備部開発指導課

011-211-2657

11
入札及び開札の日
時・場所等

電子入札システムによること。提出方法

令和6年04月17日　09時30分

場所

令和6年04月15日　（08時00分～20時00分）
令和6年04月16日　（08時00分～17時00分）

電子入札

入札日等訂正版

24（市）第 0001 号

2409000111

2 工事（業務）概要

篠路駅東口土地区画整理事業篠路３条７丁目１号線道路新設ほか工事

札幌市北区篠路３条７丁目

【篠路3条7丁目68番1ほか】
工事延長 150m　道路幅員 8.0m(車道5.0m+歩道1.5m×2)
車道整備工 (置換t=15cm 路盤t=40cm 舗装t=8cm) 800m2
歩道整備工 (路盤t=26cm As舗装t=4cm) 480m2
排水構造物工 一式　縁石工 一式　照明灯工 一式
下水道管布設工 L=13m(D=300) L=97m(D=250)
マンホール工 一式　取付管及び桝工 一式
構造物撤去工 一式
【篠路3条7丁目80番1ほか】
歩道整備工 (路盤t=10cm As舗装t=3cm) 68m2
道路土工 (砕石仕上t=35cm) 160m2
【篠路3条7丁目68番4ほか】
道路土工 (砕石仕上t=35cm) 110m2

着手の日から令和6年11月29日まで

落札結果通知予定日 令和6年5月9日

入札期間（年月日）

開札予定日時

札幌市中央区北1条西2丁目　札幌市役所本庁舎14階財政局入札室

6
入札参加資格の
申請及び審査 申請書等提出期限（日） 開札日の翌日まで（審査順１位の落札候補者のみ）

審査方式 事後審査方式（入札参加資格の確認は落札を保留して行う。）



 １．

 ２．

 ４．

 ３．

 ５．

 ６．特記仕様書

工事説明書工事説明書

工事の概要

・施工延長 L=157.47m

・歩道整備工①(路盤t=26㎝,As舗装t=4㎝)：481m2、歩道整備工②(路盤t=10㎝,As舗装t=3㎝)：68m2

・車道整備工(路盤t=25㎝,As舗装t=8㎝)：805m2、(凍上抑制層t=15㎝)：1,102m2

・宅盤整備(砕石仕上t=35㎝)：272m2　・下水道管布設工 L=13m(D=300)、L=97m(D=250)　・マンホール工：1箇所

・排水構造物工、縁石工、防護柵工、道路附属施設工、構造物撤去工、下水道管ほか撤去工、取付管及び桝工、附帯工：一

式

契約書に示す着手の日から令和 6年11月22日までとする。

札幌市土木工事共通仕様書、土木工事標準設計図集、札幌市歩道施工ガイドライン、札幌市下水道管渠工事仕様書、札幌

市下水道設計標準図、札幌市下水道維持管理標準図

施工場所

工事の期間

図面

工事仕様書

札幌市北区篠路3条7丁目

別添のとおり。

別添のとおり（図面14枚）

（建設リサイクル法対象・建設発生土の搬出有）

                          札幌市　都市局- 1 -

誤



 １．

 ２．

 ４．

 ３．

 ５．

 ６．特記仕様書

工事説明書工事説明書

工事の概要

・施工延長 L=157.47m

・歩道整備工①(路盤t=26㎝,As舗装t=4㎝)：481m2、歩道整備工②(路盤t=10㎝,As舗装t=3㎝)：68m2

・車道整備工(路盤t=25㎝,As舗装t=8㎝)：805m2、(凍上抑制層t=15㎝)：1,102m2

・宅盤整備(砕石仕上t=35㎝)：272m2　・下水道管布設工 L=13m(D=300)、L=97m(D=250)　・マンホール工：1箇所

・排水構造物工、縁石工、防護柵工、道路附属施設工、構造物撤去工、下水道管ほか撤去工、取付管及び桝工、附帯工：一

式

契約書に示す着手の日から令和 6年11月29日までとする。

札幌市土木工事共通仕様書、土木工事標準設計図集、札幌市歩道施工ガイドライン、札幌市下水道管渠工事仕様書、札幌

市下水道設計標準図、札幌市下水道維持管理標準図

施工場所

工事の期間

図面

工事仕様書

札幌市北区篠路3条7丁目

別添のとおり。

別添のとおり（図面14枚）

（建設リサイクル法対象・建設発生土の搬出有）

                          札幌市　都市局- 1 -

正
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1．工期設定について 

工期：令和６年５月７日から令和６年１１月２２日まで 

工期には施工に必要な実日数(実働日数)以外に以下の事項を見込んでいる。 

① 準備期間 ４０日間 

② 後片付け期間 ２０日間 

③ 雨休率(実働工期日数に休日と悪天候により作業が出来ない日数を

見込むための係数 実働日数×係数） 

０．７ 

 

2．建設リサイクル法に関することについて 

当工事の請負代金額が500万円以上の場合は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

律が適用され、契約書に解体費用等の明記及び内容協議等の手続きが必要となるので留意する

こと。 

 

3．中間技術検査について 

中間技術検査の実施の有無及び対象の場合の実施詳細については、別途監督員の指示による。 

 

4．安全対策（現場委員会）について 

工事施工に当たり、安全管理を図る目的で発注者及び受注者相互に協力し、「工事安全管理

現場委員会」（以下「現場委員会」という。）を設置するものとする。また、施工計画書には

必ず工事安全管理現場委員会組織図を添付すること｡ 

 

（現場委員会における必須事項） 

 現場委員会は、次の事項を検討し改善を図る。 

○ 工事着手時に施工計画書に基づき、工事の安全管理について協議を行う。 

○ 工事着手時は特に下記の事項に留意して工事の安全対策を行う。 

 (イ)工事現場内の整理、整頓に関する確認 

(ロ)作業従事者及び使用機器類の保安の確認 

(ハ)工事現場周辺の歩行者の安全対策及び仮設通路の確保 

(二)工事現場内外に搬出する車輌等による災害防止対策 

(ホ)土砂等の崩壊事故の防止対策 

(へ)仮設構造物の安全確認 

(ト)地下埋設物の確認及び事故防止対策 

(チ)架空線又は高圧線の保全の確認 

(リ)緊急事態発生時の体制と対策 

○ 工事期間中において、上記事項について安全対策を実施し、その評価を適宜行う。 

○ 安全パトロールにおいて、「指導」と評価された場合は、改善策について会議を行う。そ

の他の評価工事についても、さらなる安全の確保のため、会議を適宜行う。 

○ その他必要事項においては、それぞれの現場で検討する。 

誤
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1．工期設定について 

工期：令和６年５月１４日から令和６年１１月２９日まで 

工期には施工に必要な実日数(実働日数)以外に以下の事項を見込んでいる。 

① 準備期間 ４０日間 

② 後片付け期間 ２０日間 

③ 雨休率(実働工期日数に休日と悪天候により作業が出来ない日数を

見込むための係数 実働日数×係数） 

０．７ 

 

2．建設リサイクル法に関することについて 

当工事の請負代金額が500万円以上の場合は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

律が適用され、契約書に解体費用等の明記及び内容協議等の手続きが必要となるので留意する

こと。 

 

3．中間技術検査について 

中間技術検査の実施の有無及び対象の場合の実施詳細については、別途監督員の指示による。 

 

4．安全対策（現場委員会）について 

工事施工に当たり、安全管理を図る目的で発注者及び受注者相互に協力し、「工事安全管理

現場委員会」（以下「現場委員会」という。）を設置するものとする。また、施工計画書には

必ず工事安全管理現場委員会組織図を添付すること｡ 

 

（現場委員会における必須事項） 

 現場委員会は、次の事項を検討し改善を図る。 

○ 工事着手時に施工計画書に基づき、工事の安全管理について協議を行う。 

○ 工事着手時は特に下記の事項に留意して工事の安全対策を行う。 

 (イ)工事現場内の整理、整頓に関する確認 

(ロ)作業従事者及び使用機器類の保安の確認 

(ハ)工事現場周辺の歩行者の安全対策及び仮設通路の確保 

(二)工事現場内外に搬出する車輌等による災害防止対策 

(ホ)土砂等の崩壊事故の防止対策 

(へ)仮設構造物の安全確認 

(ト)地下埋設物の確認及び事故防止対策 

(チ)架空線又は高圧線の保全の確認 

(リ)緊急事態発生時の体制と対策 

○ 工事期間中において、上記事項について安全対策を実施し、その評価を適宜行う。 

○ 安全パトロールにおいて、「指導」と評価された場合は、改善策について会議を行う。そ

の他の評価工事についても、さらなる安全の確保のため、会議を適宜行う。 

○ その他必要事項においては、それぞれの現場で検討する。 

正
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15．現場環境改善等について 

１）現場環境改善等は、周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動、

現場労働者の作業環境の改善を行うために実施することを目的とする。 

２）現場環境改善等の実施内容については、次のとおりとする。 

① 次の「別表」より、実施する項目を選択する。 

② 実施内容は、計上費目（現場環境改善のうち仮設備関係、営繕関係、安全関係及び地

域連携）毎に１項目ずつ（ただし、いずれか１費目のみ２項目）の合計５項目を基本と

し、具体的な実施内容・実施時期については、施工計画書を提出する際に協議する。 

【別表１】 

計上費目  

現場環境改善 

(仮設備関係) 

 

現場環境改善 

(営繕関係) 

 

 

現場環境改善 

(安全関係) 

 

地域連携 

 

1.用水・電力等の供給設備 2.緑化・花壇 3.ライトアップ施設 

4.見学路及び椅子の設置 5.昇降設備の充実 6.環境負荷の低減 

 

1.現場事務所の快適化(女性用更衣室の設置を含む) 2.労働者宿舎の快適化 

3.デザインボックス（交通誘導警備員待機室） 4.現場休憩所の快適化 

5. 健康関連設備及び厚生施設の充実等 

 

1. 工事標識・照明等安全施設のイメージアップ（電光式標識等）  

2.盗難防止対策（警報器等） 3.避暑(熱中症予防)・防寒対策 

 

1.完成予想図 2.工法説明図 3.工事工程表  

4.デザイン工事看板（各工事 PR 看板含む）  

5.見学会等の開催（イベント等の実施含む） 

6.見学所（インフォメーションセンター）の設置及び管理運営 

7.パンフレット・工法説明ビデオ 

8.地域対策費等（地域行事等の経費含む） 9.社会貢献 

 ３）工事完了時には、現場環境改善等の実施状況がわかる写真等の資料を提出すること。 

 

16．建設副産物（建設発生土・建設廃棄物） 

１）受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「資源の有効な利用の促進に関

する法律」並びに「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」と「建設副産物適

正処理推進要網」を遵守して、建設工事の円滑な施工の確保及び生活環境の保全に努め

るものとする。 

２）受注者は、工事着手時に別途指示する再生資源利用計画書（建設資材を搬入する場合）

及び再生資源利用促進計画書（建設副産物を搬出する場合）を作成し、監督員に提出す

るとともに、工事完了時には、その実施状況を報告すること。 

３）当該工事等で発生する建設副産物の処理方法、処理場所等への処理条件は下記のとおり

とする。なお、変更が生じた場合は監督員と協議のこと。 

 

 

誤
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15．現場環境改善等について 

１）現場環境改善等は、周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動、

現場労働者の作業環境の改善を行うために実施することを目的とする。 

２）現場環境改善等の実施内容については、次のとおりとする。 

① 次の「別表」より、実施する項目を選択する。 

② 実施内容は、計上費目（現場環境改善のうち仮設備関係、営繕関係、安全関係及び地

域連携）毎に１項目ずつ（ただし、いずれか１費目のみ２項目）の合計５項目を基本と

する。なお、設計変更により現場環境改善費の補正を行うことから、補正の適用を希望

する場合は、具体的な実施内容・実施時期について、施工計画書を提出する際に工事監

督員と協議すること。 

【別表１】 

計上費目  

現場環境改善 

(仮設備関係) 

 

現場環境改善 

(営繕関係) 

 

 

現場環境改善 

(安全関係) 

 

地域連携 

 

1.用水・電力等の供給設備 2.緑化・花壇 3.ライトアップ施設 

4.見学路及び椅子の設置 5.昇降設備の充実 6.環境負荷の低減 

 

1.現場事務所の快適化(女性用更衣室の設置を含む) 2.労働者宿舎の快適化 

3.デザインボックス（交通誘導警備員待機室） 4.現場休憩所の快適化 

5. 健康関連設備及び厚生施設の充実等 

 

1. 工事標識・照明等安全施設のイメージアップ（電光式標識等）  

2.盗難防止対策（警報器等） 3.避暑(熱中症予防)・防寒対策 

 

1.完成予想図 2.工法説明図 3.工事工程表  

4.デザイン工事看板（各工事 PR 看板含む）  

5.見学会等の開催（イベント等の実施含む） 

6.見学所（インフォメーションセンター）の設置及び管理運営 

7.パンフレット・工法説明ビデオ 

8.地域対策費等（地域行事等の経費含む） 9.社会貢献 

 ３）工事完了時には、現場環境改善等の実施状況がわかる写真等の資料を提出すること。 

 

16．建設副産物（建設発生土・建設廃棄物） 

１）受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「資源の有効な利用の促進に関

する法律」並びに「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」と「建設副産物適

正処理推進要網」を遵守して、建設工事の円滑な施工の確保及び生活環境の保全に努め

るものとする。 

２）受注者は、工事着手時に別途指示する再生資源利用計画書（建設資材を搬入する場合）

及び再生資源利用促進計画書（建設副産物を搬出する場合）を作成し、監督員に提出す

るとともに、工事完了時には、その実施状況を報告すること。 

３）当該工事等で発生する建設副産物の処理方法、処理場所等への処理条件は下記のとおり

とする。なお、変更が生じた場合は監督員と協議のこと。 

正



摘要規格

工事名

単位工事区分・工種・種別・細別

工事番号

数量

事業区分

工事区分

数量増減

設計内訳書（金抜き）

篠路駅東口土地区画整理事業　篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工 当　  初 電気通信設備

事 管路

　管きょ工(開削)

　

　         1    式

2409000111

　　管路土工

　　

　　         1    式

　　　掘削

　　　

　　　       205    m3 単-48号

　　　埋戻

　　　

　　　       106    m3 単-49号

　　　発生土処理

　　　

　　　       132    m3 単-50号

　　管布設工

　　

　　         1    式

　　　ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【市場単価】

　　　

　　　

 φ300mm 旧Ⅰ号

       13.35 m 単-51号

　　　ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【市場単価】

　　　

　　　

 φ250mm 旧Ⅰ号

       97.54 m 単-52号

　　　ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続

　　　

　　　

φ300

        1    箇所 単-53号

　　　ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続

　　　

　　　

φ200

        2    箇所 単-54号

　　管基礎工

　　

　　         1    式

　　　砕石基礎【市場単価方式】

　　　

　　　

 機械施工　φ300

       13.35 m 単-55号

                          札幌市　都市局- 9 -

誤



摘要規格

工事名

単位工事区分・工種・種別・細別

工事番号

数量

事業区分

工事区分

数量増減

設計内訳書（金抜き）

篠路駅東口土地区画整理事業　篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工 当　  初 電気通信設備

事 管路

　管きょ工(開削)

　

　         1    式

2409000111

　　管路土工

　　

　　         1    式

　　　掘削

　　　

　　　       205    m3 単-48号

　　　埋戻

　　　

　　　       106    m3 単-49号

　　　発生土処理

　　　

　　　       132    m3 単-50号

　　管布設工

　　

　　         1    式

　　　ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【市場単価】

　　　

　　　

 φ300mm 旧Ⅰ号

       13.35 m 単-51号

　　　ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【市場単価】

　　　

　　　

 φ250mm 旧Ⅰ号

       97.54 m 単-52号

　　　ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続

　　　

　　　

φ300

        1    箇所 単-53号

　　　ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続

　　　

　　　

φ250

        2    箇所 単-54号

　　管基礎工

　　

　　         1    式

　　　砕石基礎【市場単価方式】

　　　

　　　

 機械施工　φ300

       13.35 m 単-55号

                          札幌市　都市局- 9 -

正



単価適用年月

単価適用年月

歩掛適用年月

労務調整-超過-規制

数量

単位 数量

名称 単位 摘要

労務調整-超過-規制

歩掛適用年月

規格

名称 摘要数量単位規格

数量単位

１次単価表（金抜き）

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－54号

ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続 φ200

箇所

        1    

ﾏﾝﾎｰﾙ連結工(既設ﾏﾝﾎｰﾙに接続) 旧Ⅰ型(90) リブ付硬質塩化ビニル管 250mm 

副管設置無し ｻﾄﾞﾙ型ﾏﾝﾎｰﾙ継手無し 現場削孔費有り 

昼間 箇所         1    単－ 103号

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－53号

ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続 φ300

箇所

        1    

ﾏﾝﾎｰﾙ連結工(既設ﾏﾝﾎｰﾙに接続) 旧Ⅰ型(90) リブ付硬質塩化ビニル管 300mm 

副管設置無し ｻﾄﾞﾙ型ﾏﾝﾎｰﾙ継手無し 現場削孔費有り 

昼間 箇所         1    単－ 102号

               計

               単価

円／箇所

               計

               単価

円／箇所

                          札幌市　都市局- 27 -

誤



単価適用年月

単価適用年月

歩掛適用年月

労務調整-超過-規制

数量

単位 数量

名称 単位 摘要

労務調整-超過-規制

歩掛適用年月

規格

名称 摘要数量単位規格

数量単位

１次単価表（金抜き）

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－54号

ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続 φ250

箇所

        1    

ﾏﾝﾎｰﾙ連結工(既設ﾏﾝﾎｰﾙに接続) 旧Ⅰ型(90) リブ付硬質塩化ビニル管 250mm 

副管設置無し ｻﾄﾞﾙ型ﾏﾝﾎｰﾙ継手無し 現場削孔費有り 

昼間 箇所         1    単－ 103号

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－53号

ﾏﾝﾎｰﾙ削孔接続 φ300

箇所

        1    

ﾏﾝﾎｰﾙ連結工(既設ﾏﾝﾎｰﾙに接続) 旧Ⅰ型(90) リブ付硬質塩化ビニル管 300mm 

副管設置無し ｻﾄﾞﾙ型ﾏﾝﾎｰﾙ継手無し 現場削孔費有り 

昼間 箇所         1    単－ 102号

               計

               単価

円／箇所

               計

               単価

円／箇所

                          札幌市　都市局- 27 -

正



単価適用年月

単価適用年月

歩掛適用年月

労務調整-超過-規制

数量

単位 数量

名称 単位 摘要

労務調整-超過-規制

歩掛適用年月

規格

名称 摘要数量単位規格

数量単位

１次単価表（金抜き）

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－70号

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻運搬処理

m3

        1    

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ（鉄筋）構造物とりこわし 機械積込 有り 

14.4km以下 全ての費用 

m3         1    

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－69号

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻運搬処理 舗装版破砕

m3

        1    

殻運搬 舗装版破砕 機械（騒音対策不要､厚15cm以下） 有り 

10.5km以下 全ての費用 

m3         1    

処理費（建設副産物処理）ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　夜間 東亜道路工業（株）

ｔ         2.3  

               計

               単価

円／m3

処理費 (建設副産物処理) ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 再生 昼間 有筋 ㈱松原産業 産業廃棄物

ｔ         2.35 

               計

               単価

円／m3

                          札幌市　都市局- 38 -

誤



単価適用年月

単価適用年月

歩掛適用年月

労務調整-超過-規制

数量

単位 数量

名称 単位 摘要

労務調整-超過-規制

歩掛適用年月

規格

名称 摘要数量単位規格

数量単位

１次単価表（金抜き）

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－70号

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻運搬処理

m3

        1    

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ（鉄筋）構造物とりこわし 機械積込 有り 

14.4km以下 全ての費用 

m3         1    

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－69号

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻運搬処理 舗装版破砕

m3

        1    

殻運搬 舗装版破砕 機械（騒音対策不要､厚15cm以下） 有り 

10.5km以下 全ての費用 

m3         1    

処理費（建設副産物処理）ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　昼間 東亜道路工業（株）

ｔ         2.3  

               計

               単価

円／m3

処理費 (建設副産物処理) ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 再生 昼間 有筋 ㈱松原産業 産業廃棄物

ｔ         2.35 

               計

               単価

円／m3

                          札幌市　都市局- 38 -

正



単価適用年月

単価適用年月

歩掛適用年月

労務調整-超過-規制

数量

単位 数量

名称 単位 摘要

労務調整-超過-規制

歩掛適用年月

規格

名称 摘要数量単位規格

数量単位

１次単価表（金抜き）

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－76号

表層 細粒度ｱｽｺﾝ(13) 舗装厚 50mm 1.4m未満(1層当り平均

仕上り厚50mm以下) m2

        1    

表層（車道・路肩部） 1.4m未満（仕上厚50mm以下） 50mm 

細粒度アスコン（１３） ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3 全ての費用 

m2         1    

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－75号

表層 各種(2.30以上2.40t/m3未満) 再生細粒度ｱｽｺﾝ(13)(10

0%) 舗装厚 50mm 1.4m未満(1層当り平均仕上り厚50mm

以下)

m2

        1    

表層（車道・路肩部） 1.4m未満（仕上厚50mm以下） 50mm 

各種（2.30以上2.40t/m3未満） ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3 

全ての費用 m2         1    

               計

               単価

円／m2

               計

               単価

円／m2

                          札幌市　都市局- 41 -

誤



単価適用年月

単価適用年月

歩掛適用年月

労務調整-超過-規制

数量

単位 数量

名称 単位 摘要

労務調整-超過-規制

歩掛適用年月

規格

名称 摘要数量単位規格

数量単位

１次単価表（金抜き）

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－76号

表層 細粒度ｱｽｺﾝ(13) 舗装厚 50mm 1.4m未満(1層当り平均

仕上り厚50mm以下) m2

        1    

表層（歩道部） 1.4m未満（仕上厚50mm以下） 50mm 

細粒度アスコン（１３） ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3 全ての費用 

m2         1    

2024. 3

2024. 3

1.000-00000002000

単－75号

表層 各種(2.30以上2.40t/m3未満) 再生細粒度ｱｽｺﾝ(13)(10

0%) 舗装厚 50mm 1.4m未満(1層当り平均仕上り厚50mm

以下)

m2

        1    

表層（車道・路肩部） 1.4m未満（仕上厚50mm以下） 50mm 

各種（2.30以上2.40t/m3未満） ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3 

全ての費用 m2         1    

               計

               単価

円／m2

               計

               単価

円／m2

                          札幌市　都市局- 41 -

正



施工箇所

平　面　図

篠路3条7丁目1号線

篠路3条7丁目1号線

位　置　図
S=1:10,000 S=1:200
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 SP=53.71
(SP=30.14 篠路3条7丁目2号線)

施工延長　L＝46.78ｍ

工事起点
SP＝0.00 工事延長　L＝53.71ｍ

施工起点
SP＝4.43

施工終点
SP＝51.21

工事終点
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市3型縁石

L=33.71m

市3型縁石(大型車乗入低下）
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2型雨水桝新設

VU管 φ150
L=　　 m1.00

2型雨水桝新設

VU管 φ150
L=　　 m1.00

車止柵撤去再設置

VU管 φ150
L=　　 m

2型雨水桝新設
VU管 φ150
L=　　 m3.60 3.60

2型雨水桝新設
VU管 φ150
L=　　 m3.60

2型雨水桝新設

VU管 φ150
L=　　 m1.00

雨水桝移設

雨水桝新設

特殊変形縁石1型(a1)

特殊変形縁石1型(a2)

特殊変形縁石1型(a1)

特殊変形縁石1型(a2)

(一般低下)市1型縁石

市1型縁石

(一般低下)

民地仕切石

市3型縁石(大型車乗入低下）

(一般低下)

市1型縁石
(一般低下)

民地仕切石

市1型縁石

※照明灯の設置位置は、電線管理者との協議により確定するため、
　別途監督員の指示によるものとする。

LED照明灯新設
LED照明灯新設

人孔修正2箇所

札 幌 市 都 市 局 市 街 地 整 備 部

縮尺

図面名 平 面 図

図　示 図面番号 1　全14枚

篠路駅東口土地区画整理事業

令和 6 年度

工事名
篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工事

事業年度

W=2.0mタイプ 10基

※車止柵設置位置については、別途監督員の指示によるものとする。

誤



施工箇所

平　面　図

篠路3条7丁目1号線

篠路3条7丁目1号線

位　置　図
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施工延長　L＝46.78ｍ

工事起点
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L=　　 m1.00
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VU管 φ150
L=　　 m1.00

車止柵撤去再設置

VU管 φ150
L=　　 m

2型雨水桝新設
VU管 φ150
L=　　 m3.60 3.60

2型雨水桝新設
VU管 φ150
L=　　 m3.60

2型雨水桝新設

VU管 φ150
L=　　 m1.00

雨水桝移設

雨水桝新設

特殊変形縁石1型(a1)

特殊変形縁石1型(a2)

特殊変形縁石1型(a1)

特殊変形縁石1型(a2)

(一般低下)市1型縁石

市1型縁石

(一般低下)

民地仕切石

市3型縁石(大型車乗入低下）

(一般低下)

市1型縁石
(一般低下)

民地仕切石

市1型縁石

※照明灯の設置位置は、電線管理者との協議により確定するため、
　別途監督員の指示によるものとする。

LED照明灯新設
LED照明灯新設

人孔修正2箇所

札 幌 市 都 市 局 市 街 地 整 備 部

縮尺

図面名 平 面 図

図　示 図面番号 1　全14枚

篠路駅東口土地区画整理事業

令和 6 年度

工事名
篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工事

事業年度

W=2.0mタイプ 10基

※車止柵設置位置については、別途監督員の指示によるものとする。

2型雨水桝新設

正



8m 道 路 定 規 図 S=1:30

CL 用
地
界

用
地
界

硬質塩化ビニル管(VU)φ150

敷　砂
基礎材（切込砕石0～80mm級）

370×370×56

２型雨水桝 詳細図
(02-04)

S=1：20

排水施設標準図（参考図）
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市2型雨水桝 市2型雨水桝

90°支管 下水管φ250～400

除芥金物

鋼製蓋(T-25)細目
1号型マンホール

S=1:20歩 道 詳 細 図
8ｍ道路

Level
路盤工

置換層
凍上抑制層

土 工 定 規 図

8m 道 路 定 規 図 S=1:30

CL 用
地
界

用
地
界

（大型車乗入低下）
施工基面高
　 ＦＨ（大型車乗入低下）

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理(30) 100%（ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ）

t=  3cm

t=  5cm

t= 25cm

t= 15cm

再生細粒度ｱｽｺﾝ(13)(100%) (ﾀｯｸｺ-ﾄ）

下層路盤工（再生クラッシャーラン40－0）

t= 15cm

Σt= 63cm

凍上抑制層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）

置換層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）

※ 交差点巻込み部は一般低下とする。

t=  4cm再生細粒度ｱｽｺﾝ(13)(100%) (ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ）

t= 26cm～36㎝下層路盤工（再生クラッシャーラン40－0）

t=  0cm～15㎝

t=  0cm～15㎝

凍上抑制層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）

置換層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）
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取付管取付管：硬質塩化ビニル管(VU)φ150

札 幌 市 都 市 局 市 街 地 整 備 部

縮尺

図面名 土工定規図・排水施設標準図（参考）

図　示 図面番号 4

篠路駅東口土地区画整理事業

令和 6 年度

工事名
篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工事

事業年度

誤



8m 道 路 定 規 図 S=1:30

CL 用
地
界

用
地
界

硬質塩化ビニル管(VU)φ150

敷　砂
基礎材（再生クラッシャーラン40-0）

370×370×56

２型雨水桝 詳細図
(02-04)

S=1：20

排水施設標準図（参考図）
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市2型雨水桝 市2型雨水桝

90°支管 下水管φ250～400

除芥金物

鋼製蓋(T-25)細目
1号型マンホール

S=1:20歩 道 詳 細 図
8ｍ道路

Level
路盤工

置換層
凍上抑制層

土 工 定 規 図

8m 道 路 定 規 図 S=1:30

CL 用
地
界

用
地
界

（大型車乗入低下）
施工基面高
　 ＦＨ（大型車乗入低下）

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理(30) 100%（ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ）

t=  3cm

t=  5cm

t= 25cm

t= 15cm

再生細粒度ｱｽｺﾝ(13)(100%) (ﾀｯｸｺ-ﾄ）

下層路盤工（再生クラッシャーラン40－0）

t= 15cm

Σt= 63cm

凍上抑制層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）

置換層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）

※ 交差点巻込み部は一般低下とする。

t=  4cm再生細粒度ｱｽｺﾝ(13)(100%) (ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ）

t= 26cm～36㎝下層路盤工（再生クラッシャーラン40－0）

t=  0cm～15㎝

t=  0cm～15㎝

凍上抑制層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）

置換層（アスファルト再生骨材Ⅰ型）
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縮尺

図面名 土工定規図・排水施設標準図（参考）

図　示 図面番号 4

篠路駅東口土地区画整理事業

令和 6 年度

工事名
篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工事

事業年度

正



下水道新設工事
区画道路8-2

　
　

掘削幅

  (再生骨材混入率100%)(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ無)　t=50mm

表層：再生細粒度アスファルト混合物（13）

表層

埋　戻　土

下層路盤 　

基礎部：コンクリート再生砕石(40-0)  t=100mm

（建設汚泥再生材）

　

既設道路部分(本工事改良部)

仮復旧

下層路盤：発生土   t=580mm

　
　

掘削幅

埋　戻　土

(施工支承角180°)

下層路盤 　

基礎部：コンクリート再生砕石(40-0)  t=100mm

（建設汚泥再生材）

将来道路（本工事改良部）

防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=130mm D=250mm

仮復旧

下層路盤：発生土   t=630mm

※ 影響範囲から舗装絶縁線(縁石、側溝など)までの距離が

　 1.2m未満の場合は舗装絶縁線までを復旧範囲とする。
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1:500　　
1
:
1
0
0
　

　

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

-3.0

-1.0

-2.0

No.10
 既設1号型マンホール深

0
.5
90

2
9.
04

SP=29
.04

No.9 
新設1号型マンホール深

SP=63
.55(SP

=63.89
)

L'=33.95mL=34.85m

S=4.0‰D=250㎜

[
3.
41
]

3
.5
5

[
3.
45
]

S
TE
P
 1
.
25
9m

1
.8
5

2
.6
6

1
.5
0

1
.7
99

水　　準　　点

位　置　図 1:10,000

H30KBMNo3(街区多角点 10A91)
H=3.084

所在地：札幌市北区篠路2条7丁目
（グル－プホ－ムゆうあい前）

北区篠路３条７丁目

平
面
図

S= 1：500

縦
断
面
図

リブ付硬質塩化ビニル管（JSWAS K－13）

基礎工　ｺﾝｸﾘｰﾄ再生砕石（40－0）10㎝

自由支承（施工支承角180°）

開削工法

2.95m

(1.61m
)

地 盤 高

測 　 点

土 被 り

掘 削 深

管 底 高

[　]：計画地盤高（縦断面図 破線）
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図 リブ付硬質塩化ビニル管（JSWAS K－13）
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自由支承（施工支承角180°）

開削工法

1.34m

地 盤 高

測 　 点

土 被 り

掘 削 深

管 底 高

1

1
.9
88

←
 D

=4
50

D=300mm →

No.11D=300(将来施工予定) →

[
3.
50
]

6
0.
00

3
.6
1

1
.9
23

[
3.
37
]

2
0.
00

3
.4
1

0
.6
18

0
.6
51

[
3.
32
]

3
.3
2

(
0.
8
88
)

No.11
 将来新設1号型マンホール深

SP=9.
44

(2.42m
)2.66m

(
2.
13
)

2
.3
7

D=300㎜S=3.1‰

L=13.80m L'=13.35m既設管D=450mm

EL=0.701mm

3
.0
6

(
2.
54
)

2
.7
7

S
TE
P
 0
.
23
7m

1
0.
00

← D=250mm

[　]：計画地盤高（縦断面図 破線）

1
28
.0
2

3
.6
0

1
.4
6

1
.1
0

2
.2
46

No.9← D=300 D=300 →

←
 
D
=2
5
0
(同

工
事
予
定
)

←
 
D
=
3
00

←
 
D
=
3
00

7
0.
00

[
3.
65
]

3
.6
3

2
.0
14

8
0.
00

[
3.
73
]

3
.6
1

2
.0
54

9
0.
00

[
3.
72
]

3
.6
2

2
.0
94

1
00
.0
0

[
3.
68
]

3
.5
2

2
.1
34

1
10
.0
0

[
3.
63
]

3
.5
8

2
.1
74

1
20
.0
0

[
3.
66
]

3
.5
4

2
.2
14

L'=63.59m

No.9 
新設1号型マンホール深

SP=63
.55(SP

=63.89
)

(1.66m
)1.61m

S
TE
P
 0
.
05
0m

(
0.
5
40
)

(
2.
61
)

1.74m

既設管撤去

S58年施工 D=300 撤去延長 L=37.98m
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取付管移設
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既設下水道管撤去
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（勾配受用断熱蓋設置）（勾配受用断熱蓋設置）

  (再生骨材混入率100%)(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ無)　t=50mm

表層：再生細粒度アスファルト混合物（13）

表層

埋　戻　土

下層路盤 　

（砂）

　

既設道路・民地部

  (ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ有)　　t=50mm

表層：細粒度アスファルト混合物（13）

　

　

仮復旧本復旧
(参考)

下層路盤：切込砕石(0～40)   t=300mm 下層路盤：切込砕石(0～40)   t=300mm

SP=61.80～128.02

(施工支承角180°)
防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=130mm D=250mm
(施工支承角180°)
防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=160mm D=300mm

雨水桝撤去No.1
L=3.35m(3.00)
D=100mm

No.3
L=3.35m(3.00)
D=100mm

1
5.
72

0
.6
33

[
3.
35
]

3
.3
7

2
.8
4

2
.5
4

1
26
.3
3

2
.2
39

1
.4
5

3
.6
0

[
3.
68
]

施工起点

SP=15
.72

施工終点

SP=12
8.02

札 幌 市 都 市 局 市 街 地 整 備 部

縮尺

図面名 平 面・縦 断 図（下水道施設）

図　示 図面番号 14

篠路駅東口土地区画整理事業

令和 6 年度

工事名
篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工事

事業年度

篠路3条7丁目2号線

誤



下水道新設工事
区画道路8-2

　
　

掘削幅

  (再生骨材混入率100%)(ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ無)　t=50mm

表層：再生細粒度アスファルト混合物（13）

表層

埋　戻　土

下層路盤 　

基礎部：コンクリート再生砕石(40-0)  t=100mm

（建設汚泥再生材）

　

既設道路部分(本工事改良部)

仮復旧

下層路盤：発生土   t=580mm

　
　

掘削幅

埋　戻　土

(施工支承角180°)

下層路盤 　

基礎部：コンクリート再生砕石(40-0)  t=100mm

（建設汚泥再生材）

将来道路（本工事改良部）

防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=130mm D=250mm

仮復旧

下層路盤：発生土   t=630mm

※ 影響範囲から舗装絶縁線(縁石、側溝など)までの距離が

　 1.2m未満の場合は舗装絶縁線までを復旧範囲とする。
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位　置　図 1:10,000

H30KBMNo3(街区多角点 10A91)
H=3.084

所在地：札幌市北区篠路2条7丁目
（グル－プホ－ムゆうあい前）
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図
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リブ付硬質塩化ビニル管（JSWAS K－13）

基礎工　ｺﾝｸﾘｰﾄ再生砕石（40－0）10㎝

自由支承（施工支承角180°）

開削工法

2.95m

(1.61m
)

地 盤 高

測 　 点

土 被 り

掘 削 深

管 底 高

[　]：計画地盤高（縦断面図 破線）
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ΣL′＝97.54ｍ

北区篠路３条７丁目

平
面
図

S= 1：500

縦
断
面
図 リブ付硬質塩化ビニル管（JSWAS K－13）

基礎工　ｺﾝｸﾘｰﾄ再生砕石（40－0）10㎝

自由支承（施工支承角180°）

開削工法

1.34m

地 盤 高

測 　 点

土 被 り

掘 削 深

管 底 高

1

1
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88

←
 D
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50

D=300mm →

No.11D=300(将来施工予定) →

[
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]

6
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1

1
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[
3.
37
]
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0.
00

3
.4
1

0
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[
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32
]

3
.3
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(
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88
)

No.11
 将来新設1号型マンホール深

SP=9.
44

(2.42m
)2.66m

(
2.
13
)

2
.3
7

D=300㎜S=3.1‰

L=13.80m L'=13.35m既設管D=450mm

EL=0.701mm

3
.0
6

(
2.
54
)

2
.7
7

S
TE
P
 0
.
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7m

1
0.
00

← D=250mm

[　]：計画地盤高（縦断面図 破線）
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事
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定
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]
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[
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]
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L'=63.59m

No.9 
新設1号型マンホール深

SP=63
.55(SP

=63.89
)

(1.66m
)1.61m

S
TE
P
 0
.
05
0m

(
0.
5
40
)

(
2.
61
)

1.74m

既設管撤去

S58年施工 D=300 撤去延長 L=37.98m

公共ます移設 公共ます撤去

公共ます移設

公共ます移設

取付管移設

D＝250mm

ΣL  ＝13.80ｍ
ΣL′＝13.35ｍ

D＝300mm

1400

5000(将来車道幅)

(施工支承角180°)
防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=160mm D=300mm

No.4
L=5.55m(13.00)
D=100mm

(
1.
73
)

(
1.
78
)

1
.7
3

外
副
管
φ
2
00

【　】：計画土被り

2
0-
01
60
 横

新
道
支
線

No.2
L=3.35m(3.00)
D=100mm

7
4.
96

3
.6
1

<
1.
38
>

<
1.
8
96
>

<
1.
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>

既設Ⅰ号型マンホール深

SP=90
.00

1.54m

既設Ⅰ号型マンホール深

SP=74
.96

<  >：既設管

撤去

1.70m
撤去

<
1.
8
39
>

(
1.
7
89
)

<
1.
43
>

No.8

既設下水道管撤去

D=300mm　L=75.78 L'=73.78 S=6.0‰

竣工年度：昭和58年度　コンクリート基礎 10cm

<
2.
1
24
>

<
2.
0
68
>

(1.80m
)

[
3.
68
]

（勾配受用断熱蓋設置）（勾配受用断熱蓋設置）

表層

埋　戻　土

下層路盤 　

（砂）

　

民地部

  (ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ有)　　t=50mm

表層：細粒度アスファルト混合物（13）

本復旧

下層路盤：切込砕石(0～40)   t=300mm

SP=61.80～128.02

(施工支承角180°)
防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=130mm D=250mm
(施工支承角180°)
防護部：コンクリート再生砕石(40-0) t=160mm D=300mm

雨水桝撤去No.1
L=3.35m(3.00)
D=100mm

No.3
L=3.35m(3.00)
D=100mm

1
5.
72

0
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33

[
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]
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3
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0

[
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]

施工起点

SP=15
.72

施工終点

SP=12
8.02

札 幌 市 都 市 局 市 街 地 整 備 部

縮尺

図面名 平 面・縦 断 図（下水道施設）

図　示 図面番号 14

篠路駅東口土地区画整理事業

令和 6 年度

工事名
篠路3条7丁目1号線道路新設ほか工事

事業年度

篠路3条7丁目2号線

正
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